
夏休みが終わり、２学期がスタートしましたが、まだまだ残暑厳しい日が

続きます。「早寝・早起き・朝ごはん」で生活リズムを整えて、元気に過ごし

ましょう。  
 ９月の給食には、季節の食材を使った料理として、ピピーーママンンを使った「五色

きんぴら」、「ききゅゅううりりのピリからいため」「ととううががんんスープ」「ぶぶどどうう」や、

行事献立として「月月見見だだんんごご」が登場します。 １１．．家家庭庭ににああるる食食品品ををチチェェッッククすするる  

２２．．家家族族のの人人数数やや好好みみにに応応じじてて、、  

備備蓄蓄食食品品のの内内容容とと量量をを決決めめるる  

３３．．足足りりなないいももののをを買買いい足足すす  

４４．．賞賞味味期期限限がが切切れれるる前前にに食食べべてて、、そそのの分分をを買買いい足足すす 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ※特別支援学校は、「月見だんご」を変更しています。 

 

 

新料理「けいちゃん焼」 

 

  

非常時に備えて最低３日分、できれば１週間分の水や食品を備えておくことが推奨

されています。非常食にプラスし、普段の食品を少し多めに買い置きしておき、使っ

た分を買い足す「「ロローーリリンンググスストトッックク」」で、無理なく備えるのがおすすめです。 

 

今今月月のの目目標標  ：：  食食事事ののママナナーーをを身身ににつつけけよようう  
 

新しい料理の「「けけいいちちゃゃんん焼焼」」は、 

岐阜県の郷土料理です。 

みそとしょうゆにつけこんだ鶏肉を、 

キャベツなどの野菜と一緒に炒めた 

料理で、ニンニクが効いた甘辛い 

味付けです。 

 
常温保存ができて、そのまま食べられる、または簡単に調理できるものがおすす

めです。災害直後は炭水化物に偏りがちになるので、栄養バランスも考慮して選び

ましょう。そして、生きるために欠かせないのが「水」です。飲料水と調理用水と

して１人１日３リットルを目安に、３日分以上を備えておきましょう。 

 
 

ビタミン B₁ は、ご飯などの糖質をエネルギーに変えるために必要な栄養素で、不足すると

疲れやすくなります。疲れやすい夏は積極的に食事に取り入れたいですね。にんにく、ねぎな

どに含まれる香気成分「アリシン」と一緒にとると、より効果的です。

 

 

 

カセットコンロ・カセットボンベなどの熱源があれば、

お湯を沸かすことができて、食べられる食品の幅が広が

ります。やかんや鍋も一緒に用意しておくとよいですね。 

学学校校給給食食・・食食育育だだよよりり  

９９月月号号  NNoo..551100  
  

  
 

※ 食材の産地情報、放射性物質検査報告、市内産野菜の使用等について 
印刷業者さんが記入するスペースです。 
枠の有無は、見やすいように業者さんに決めてもらいます。 

大きな災害が発生すると、電気・水道・ガスなどのライフラインが停止し、食品や

日用品が手に入りにくくなります。日ごろから、家庭で水や食品を多めに備蓄してお

くと、いざという時に安心です。 

参考：農林水産省「災害時に備えた食品ストックガイド」 

6/27に検査した「ふりかけ
（えごま）」の結果は「検出せ
ず」でした。ご安心ください。

放射性物質検査報告ホームページに「食材の産地情
報」「放射性物質検査結果」を 
掲載しています。

神戸市学校給食 検索

＜今月の神戸市内産予定＞
◆神戸市内産米使用
◆�こまつなはこうべ旬菜を
使用


